
        

ド
イ
ツ
議
員
来
訪 

                 

十
八
日
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
議
会
で

環
境
委
員
を
勤
め
る
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ゲ
ッ
ペ 

 
 

 

ル
議
員
、
同
国

環
境
省
の
オ

ス
タ
ー
マ
イ

ヤ
ー
・
シ
ュ
レ

ッ
タ
ー
博
士
、

同
自
然
保
護

庁
の
ベ
ア
ト
リ
ク
ス
・
タ
ベ
サ
ー
博
士
が

愛
知
県
農
林
水
産
部
局
、
新
城
市
地
域
整

備
課
の
随
行
で
訪
れ
た
。 

 

四
谷
の
千
枚
田
は
鞍
掛
山
の
湧
き
水

を
源
に
、
寒
暖
の
差
を
利
用
し
た
「
は
ざ

干
し
」
で
お
い
し
い
お
米
を
収
穫
。
最
近

で
は
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
や
ド
ジ
ョ
ウ
、
タ

ニ
シ
な
ど
、
生
物
と
共
生
し
た
体
に
優
し

い
米
作
り
を
目
指
し
て
い
る
。
等
々
の
説 

明
に
ゲ
ッ
ペ
ル
議
員
は
自
ら
田
ん
ぼ
の

土
を
手
に
取
り
「
す
ば
ら
し
い
」
を
連
発
。

ま
た
、
多
面
的
機
能
を
有
す
棚
田
や
里
山

の
貴
重
さ
と
、
保
全
活
動
の
重
要
性
を
訴

え
た
。
通
訳
を
介
し
て
の
説
明
で
あ
っ
た

が
、
心
の
通
じ
た
ひ
と
と
き
で
あ
り
、
環

境
大
国
で
あ
る
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の

皆
さ
ん
に
環
境
に
優
し
い
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ

Ａ
Ｍ
Ａ
「
四
谷
の
千
枚
田
」
の
案
内
役
を

無
事
、
果
た
せ
た
こ
と
は
一
生
の
思
い
出

で
も
あ
る
。 

公
式
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン 

 

二
十
三
日
、
東
海
農
政
局
主
催
に
よ
る

Ｃ
Ｏ
Ｐ1

0

公
式
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
に

世
界
十
五
カ
国
、
二
十
一
名
が
訪
れ
た
。 

 

一
行
は
「
や
ま
び
こ
の
丘
」
で
穂
積
市

長
の
挨
拶
、
山
吉
田
小
学
校
児
童
の
子
ど

も
陣
太
鼓
に
よ
る
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
を

受
け
た
。
子
ど
も
た
ち
は
十
五
カ
国
の
皆

さ
ん
に
国
際
発
信(

披
露)

で
き
た
こ
と
や
、

一
緒
に
記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
し
た
こ

と
は
よ
い
思
い
出
づ
く
り
で
あ
っ
た
。
昼

食
は
レ
ス
ト
ラ
ン
「
花
遊
」
で
特
別
メ
ニ

ュ
ー
「
里
山
御
膳
」
に
な
れ
な
い
箸
で
舌

鼓
を
う
っ
た
。 

 
 

                 

千
枚
田
へ
降
り
立
っ
た
一
行
は
山
裾

に
広
が
っ
た
棚
田
に
圧
巻
の
歓
声
が
あ

が
っ
た
。
こ
れ
か
ら
が
大
変･

･
･

。
里
山

の
持
つ
多
面
的
機
能
「
湧
き
水
・
天
日
干

し
、
生
き
も
の
と
共
生
し
た
体
に
優
し
い

米
作
り
、
棚
田
全
部
が
ビ
オ
ト
ー
プ
と
位

置
づ
け
て
い
る
」
、「
文
化
、
歴
史
、
都
市

交
流(

山
都
共
生
の
理
念)

」
等
々
の
説
明

に
興
味
を
持
っ
た
質
問
責
め
に
歩
が
進

ま
な
く
、
主
催
者
側
は
オ
ロ
オ
ロ
。
や
っ

と
、
ふ
れ
あ
い
広
場
に
到
着
。
心
地
よ
い

風
と
眼
下
に
広
が
る
棚
田
に
、
ま
た
ま
た

歓
声
。
こ
の
、
生
物
多
様
性
に
富
ん
だ
す

ば
ら
し
い
棚
田(

景
観)

を
守
る
農
民
の
辛

苦
に
敬
意
、
行
政
支
援
は･

･
･

等
々
の
質

問
攻
め
に
通
訳
さ
ん
も
真
剣
に
対
応
。(

通

訳
さ
ん
は
案
内
役
の
三
河
弁
に
一
番
困

っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。)  

最
後
に
フ
ラ
ン

ス
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
里
山
の
意
義
、
位
置

づ
け
の
取
材
が
あ
つ
た
。 

一
行
は
、
新
城
市
立
鳳
来
寺
山
自
然
科

学
博
物
館
、J

A

こ
ん
た
く
長
篠
を
見
学

し
、
帰
路
に
つ
い
た
。 

 

生
物
多
様
性
バ
ス
ツ
ア
ー 

 

二
十
三
日
、
東
三
河
自
然
環
境
ネ
ッ
ト

主
催
の
東
三
河
生
物
多
様
性
バ
ス
ツ
ア

ー
の
一
行
三
十
五
名
が
千
枚
田
を
訪
れ

た
。 

               

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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棚
田
サ
ミ
ッ
ト 

 
十
月
二
十
二
日
～
二
十
三
日
、
静
岡
県

松
崎
町
を
会
場
に
第
十
六
回
全
国
棚
田

サ
ミ
ッ
ト
が
棚
田
を
結
ぶ
ふ
る
さ
と
の
絆

～
み
ん
な
で
創
ろ
う
！
百
笑
の
里
～
を

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
四
谷
の
千
枚
田
か

ら
林 

義
明
副
会
長
始
め
総
勢
十
三
名
が

参
加
。
全
国
の
棚
田
関
係
者
や
百
姓
連
中

と
忌
憚
の
な
い
意
見
交
換
を
行
い
、
そ
れ

ぞ
れ
が
大
き
な
収
穫
を
得
た
。
特
に
、
川

勝
静
岡
県
知
事
の
基
調
講
演(

川
勝
節)
は

熱
意
の
あ
る
講
演
で
印
象
に
残
っ
た
。 

                    

横
浜
ゴ
ム
へ
藁
出
荷 

 
C

O
2

削
減
に
取
り
組
む
横
浜
ゴ
ム
新

城
工
場
は
環
境
に
優
し
く
育
て
ら
れ
た

千
枚
田
の
稲
藁
を
ド
ン
グ
リ
の
育
苗
や

植
樹
に
役
立
て
て
頂
い
て
い
る
。
生
産
性

の
低
い
棚
田
の
百
姓
は
横
浜
ゴ
ム
の
お

か
げ
で
「
旨
い
お
か
ず
が
買
え
る･

･
･

」

と
大
喜
び
で
あ
る
。 

              

 
 

 
 

ふ
る
さ
と
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と 

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ 

十
月
二
十
四
日
、
連
谷
地
区
の
公
民
館

と
連
谷
小
学
校
が
連
携
し
た
、
恒
例
の
ふ

る
さ
と
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
大
勢
の
参
加

の
も
と
、
地
元
の
知
識
者
丸
山
敦
志
さ
ん

の
案
内
で
小
学
校
を
出
発
→
合
戸
→
上

六
→
十
王
堂
→
か
し
ゃ
げ
峠
→
ふ
れ
あ

い
広
場
→
小
学
校
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ

た
。 ウ

オ
ー
キ
ン
グ
に
出
か
け
て
い
る
間

に
公
民
館
の
役
員
な
ど
が
運
動
場
で
昼

食
の
準
備
を
進
め
、
空
腹
で
帰
っ
て
く
る

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
参
加
者
に
シ
シ
汁
や
味

飯
が
ふ
る
ま
わ
れ
た
。 

 

午
後
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
で
、

一
チ
ー
ム
六
人
の
七
グ
ル
ー
プ
で
行
っ

た
。
一
位
は
、
経
験
豊
か
な
年
寄
り
で
、

上
位
三
位
も
ほ
と
ん
ど
年
寄
り
ば
か
り

で
締
め
、
老
人
パ
ワ
ー
を
見
せ
つ
け
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

テ
ー
マ 

地
域
主
権
時
代
に
お
け
る
県

境
地
域
連
携
モ
デ
ル
の
推
進
～
融
合
に

向
け
た
自
発
的
な
地
域
づ
く
り
の
実
践
～

と
、
題
し
て
十
一
月
十
二
日
、
飯
田
文
化

会
館
・
シ
ル
ク
ホ
テ
ル
を
会
場
に
開
催
さ

れ
、
小
山
舜
二
が
出
席
。
南
信
州
、
遠
州
、

三
河
を
結
ぶ
地
域
活
性
「
む
ら
づ
く
り
」

な
ど
、
有
意
義
な
情
報
収
集
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。 

千
枚
田
で
観
察
会 

十
一
月
十
四
日
、
愛
知
県
自
然
観
察
連

絡
協
議
会
奥
三
河
支
部(

奥
三
河
自
然
保

護
研
究
会)
主
催
の
観
察
会「
秋
の
千
枚
田

を
観
察
し
よ
う
」
が
開
催
さ
れ
、
参
加
者

は
自
然
豊
か
な
四
谷
の
千
枚
田
周
辺
を

堪
能
し
た
。 

地
域
環
境
整
備
活
動 

 

十
一
月
二
十
一
日(

日
曜
日)

、
連
谷
お

助
け
隊
主
催
・
保
存
会
協
力
で
四
谷
大
林

地
内
を
中
心
に
市
道
、
生
活
道
な
ど
の
環

境
整
備
を
行
う
。
す
で
に
、
方
瀬
集
落
、

松
下
集
落
は
一
昨
年
、
昨
年
に
実
施
済
み

で
、
地
域
か
ら
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
。 

(

あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
事
業) 

 
 

 

耕
作
放
棄
地
の
解
消
を
主
眼
に
地
元

耕
作
者(

代
表 

小
山
秀
夫)

で
活
動
す
る

「
田
吾
作
」
は
収
穫
感
謝
祭
と
し
て
十
二

月
五
日(

日
曜
日)

、
餅
つ
き
大
会
を
主
催

す
る
。
当
日
は
、 

つ
き
た
て
の
餅 

も
振
る
舞
わ
れ 

湧
き
水
、
天
日 

干
し
の
餅
米
、 

う
る
ち
米
も
販 

売
さ
れ
る
。 参

加
自
由
。 

イ
ノ
シ
シ
、
サ
ル
の
出
没 

 

今
年
は
、
イ
ノ
シ
シ
も
サ
ル
も
質
が
悪

く
、
収
穫
直
前
の
農
作
物
を
荒
ら
し
、
あ

げ
く
に
道
端
ま
で
穴
だ
ら
け
に
し
た
。 

対
策
も
な
く
、
お
手
上
げ
状
態
で
あ
る
。 

行 
 

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
五
日 

 
 
 

 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

 

発 
 

文  

責 
 

小 

山 

舜 

二 

10 月 21 日 藁出荷 

第
十
八
回 

三
遠
南
信
サ
ミ
ッ
ト 

i
n

南
信
州 

 

田
吾
作
の
餅
つ
き
大
会 

 
 


